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町
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を

活
用
し
、
平
成
28
年
6
月
か
ら
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
ふ
る
さ
と
納
税

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
へ
の
掲
載
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
決
済
の
利
用
、
町
内
事
業
者

の
協
力
に
よ
る
地
元
の
特
産
品
な
ど

を
返
礼
品
と
し
て
贈
る
事
業
を
開
始

し
た
と
こ
ろ
、
全
国
各
地
か
ら
1
億

8
千
万
円（
2
月
28
日
現
在
）を
超
え

る
寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
納
税
と
は
？

　

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
納
税
と
い
う

言
葉
が
つ
い
て
い
ま
す
が
、
自
治
体

へ
の『
寄
附
』の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

生
ま
れ
故
郷
に
限
ら
ず
、
お
世
話

に
な
っ
た
自
治
体
や
応
援
し
た
い
自

治
体
な
ど
、
自
分
で
選
ん
だ
自
治
体

に
寄
附（
ふ
る
さ
と
納
税
）を
す
る
と
、

税
金
が
軽
減
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

寄
附
額
の
う
ち
2
千
円
を
超
え
る

部
分
に
つ
い
て
、
一
定
の
上
限
ま
で
、

原
則
と
し
て
所
得
税
と
住
民
税
か
ら

全
額
が
控
除
さ
れ
ま
す
。

寄
附
金
の
使
い
道

　

『
ふ
る
さ
と
納
税
』は
、
寄
附
者
が

そ
の
寄
附
金
の
使
い
道
を
自
由
に
選

択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

町
で
は
『
保
健
福
祉
の
向
上
に
関

す
る
事
業
』『
防
災
対
策
に
関
す
る
事

業
』『
地
域
産
業
の
振
興
に
関
す
る
事

業
』『
観
光
振
興
に
関
す
る
事
業
』『
環

境
対
策
に
関
す
る
事
業
』『
教
育
振
興

に
関
す
る
事
業
』『
そ
の
他
厚
岸
町
の

発
展
の
た
め
に
町
長
が
必
要
と
認
め

る
事
業
』
の
7
つ
の
使
い
道
を
設
け

て
い
ま
す
。

　

い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
、
『
厚
岸

町
ふ
る
さ
と
納
税
基
金
』
に
積
み
立

て
し
適
正
に
管
理
し
な
が
ら
、
寄
附

者
の
意
向
を
反
映
し
た
施
策
に
活
用

し
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
は
、
厚
岸
町
ふ
る
さ

と
納
税
基
金
3
3
0
0
万
円
を
次
の

事
業
に
活
用
す
る
予
定
で
す
。

【平成28年度寄附金額】

183,698,112円
平成28年 4 月 1 日～
　　　平成29年 2 月28日現在

【基金積立額】

63,000,000円
寄附金から返礼品等の諸経費
を差し引いた分を積み立て

【基金積立額】

63,000,000円
寄附金から返礼品等の諸経費
を差し引いた分を積み立て

【基金取崩額】

33,000,000円33,000,000円

【基金取崩額】

33,000,000円

【平成28年度寄附金額】

183,698,112円
平成28年 4 月 1 日～
　　　平成29年 2 月28日現在

～
平
成
29
年
度
厚
岸
町
ふ
る
さ
と
納
税
基
金
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使
い
道
～

平
成
9
年
度
厚
岸
町
ふ

納
税
基
金

使
い
道

厚
岸
町
の
ま
ち
づ
く
り
を

 　
　

 

ふ
る
さ
と
納
税
で
応
援

厚
岸
町
の
ま
ち
づ
く
り
を

 　
　

 

ふ
る
さ
と
納
税
で
応
援

問
い
合
わ
せ
／
総
務
係
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4
点
目
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
助
成
に
つ

い
て
で
す
。

　

各
種
ス
ポ
ー
ツ
団
体
お
よ
び
個
人
の
競

技
力
向
上
を
図
り
、
全
道
大
会
や
全
国
大

会
へ
出
場
す
る
際
の
経
費
の
負
担
軽
減
に

資
す
る
た
め
、
平
成
28
年
度
に
交
通
費
お

よ
び
宿
泊
費
の
助
成
拡
充
を
図
っ
た
と
こ

ろ
で
す
が
、
利
用
者
か
ら
は
好
評
の
声
も

聞
か
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
大
き
く
寄

与
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
支
援

を
行
い
ま
す
。

　

5
点
目
は
、
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
と
の
連
携
に

つ
い
て
で
す
。

　

水
に
関
連
し
た
活
動
を
行
い
、
体
験
学

習
に
よ
り
環
境
保
全
や
防
災
に
つ
い
て
学

ぶ
『
水
に
賢
い
子
ど
も
を
育
む
年
間
型
活

動
プ
ロ
グ
ラ
ム
』
を
、
本
年
度
も
厚
岸
小

学
校
で
継
続
実
施
す
る
と
と
も
に
、
小
学

生
を
対
象
と
し
た
着
衣
泳
授
業
へ
の
指
導

助
言
の
ほ
か
、
事
業
実
施
に
向
け
た
財
団

と
の
連
絡
調
整
等
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

6
点
目
は
、
社
会
体
育
施
設
の
充
実
に

つ
い
て
で
す
。

　

本
町
の
ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点
と
な
っ
て
い

る
宮
園
公
園
体
育
施
設
の
う
ち
、
野
球
場

に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年
度
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
地
盤
一
部
平
坦
化
お
よ
び
排
水
設
備
の

改
修
に
引
き
続
き
、
平
成
29
年
度
は
老
朽

化
し
た
球
場
内
の
防
護
ク
ッ
シ
ョ
ン
の
改

修
工
事
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
宮
園
公
園

子
ど
も
広
場
に
設
置
し
て
い
る
遊
具
に
つ

い
て
、
木
部
の
劣
化
や
金
属
部
の
摩
耗
が

目
立
つ
箇
所
の
修
繕
を
行
い
、
安
全
性
の

ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る
よ
う
、
各
種
ス
ポ
ー

ツ
大
会
や
年
代
別
水
泳
教
室
を
開
催
し
、

ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
と
振
興
に
努
め
ま
す
。

　

1
点
目
は
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
団
体
と
の

連
携
に
つ
い
て
で
す
。

　

町
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進
に
大
き
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
厚
岸
町
体
育
協
会
、

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
、
厚
岸
町
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
と
い
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
団
体
が
実

施
す
る
事
業
や
組
織
運
営
の
支
援
を
継
続

す
る
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の
養

成
と
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

2
点
目
は
、
海
洋
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に

つ
い
て
で
す
。

　

海
洋
セ
ン
タ
ー
艇
庫
周
辺
の
厚
岸
湖
を

活
用
し
、
小
学
生
か
ら
高
校
生
を
対
象
に

カ
ヌ
ー
体
験
事
業
を
実
施
し
、
海
洋
セ
ン

タ
ー
指
導
員
に
よ
る
操
船
指
導
に
よ
り
、

安
全
に
配
慮
し
た
上
で
、
海
洋
ス
ポ
ー
ツ

の
楽
し
さ
や
厚
岸
町
の
自
然
の
素
晴
ら
し

さ
を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
海
と
の
関

わ
り
を
深
め
た
体
験
型
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

を
図
り
ま
す
。

　

3
点
目
は
、
ス
ポ
ー
ツ
障
害
に
つ
い
て

で
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
は
、
健
康
増
進
の
た
め
に
は

必
要
で
す
が
、
準
備
運
動
不
足
や
過
度
な

練
習
に
よ
り
健
康
を
阻
害
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
引
き
続
き
指
導
者
養
成
研
修
へ

の
参
加
を
促
す
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
を
は
じ
め
関
係
団
体
に
対
し
て
も
ス

ポ
ー
ツ
障
害
へ
の
知
識
と
予
防
に
対
す
る

認
識
を
広
め
る
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

の
た
め
、
町
内
の
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
や
学
校
と
の
連
携
・
協
力
を
取

り
な
が
ら
、
保
育
所
や
幼
稚
園
、
学
校
で

読
み
聞
か
せ
や
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
な
ど
の
読

書
案
内
を
継
続
実
施
し
、
学
校
図
書
館
活

性
化
会
議
等
の
機
会
を
通
し
て
、
学
校
図

書
館
の
整
備
充
実
を
支
援
し
ま
す
。

　

ま
た
、
保
健
福
祉
課
や
社
会
福
祉
協
議

会
と
の
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、
乳
幼
児

か
ら
高
齢
者
ま
で
を
対
象
と
し
て
ブ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
、
絵
本
の
ひ
ろ
ば
読
み
聞
か
せ
、

お
年
寄
り
の
た
め
の
読
み
聞
か
せ
や
読
書

案
内
を
引
き
続
き
開
催
し
、
町
民
の
生
涯

に
わ
た
る
読
書
環
境
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

　

図
書
館
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
学
校
や
保

育
所
、
集
会
所
な
ど
の
施
設
を
は
じ
め
、

遠
隔
地
を
巡
回
し
、
情
報
館
の
各
種
サ
ー

ビ
ス
を
継
続
し
て
提
供
し
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
は
、
爽
快
感
、
達
成
感
、
他

者
と
の
連
帯
感
と
い
っ
た
精
神
的
な
充
足

を
も
た
ら
し
、
体
力
向
上
や
、
精
神
的
な

ス
ト
レ
ス
の
発
散
、
生
活
習
慣
病
予
防
な

ど
、
心
身
の
両
面
に
わ
た
る
健
康
の
保
持

増
進
に
資
す
る
も
の
で
あ
り
、
人
生
を
よ

り
豊
か
で
充
実
し
た
も
の
に
し
て
く
れ
ま

す
。
明
る
く
豊
か
で
活
力
に
満
ち
た
社
会

の
形
成
や
、
心
身
の
健
全
な
発
達
に
必
要

不
可
欠
な
も
の
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
町
民
だ
れ
も
が
そ
れ
ぞ
れ

の
体
力
や
年
齢
、
目
的
に
応
じ
、
気
軽
に

向
上
と
施
設
の
長
寿
命
化
を
図
り
ま
す
。

　

そ
の
他
の
施
設
に
お
い
て
も
、
そ
の
都

度
適
切
な
補
修
を
行
い
、
維
持
管
理
に
努

め
、
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
に
利
用
し
て

も
ら
え
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
町
長
と
相
互

の
連
携
を
図
り
つ
つ
、
新
た
な
教
育
委
員

会
制
度
に
よ
り
そ
の
役
割
を
担
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
を
は
じ
め
と
し
た
関
係
機
関

と
連
携
を
深
め
な
が
ら
、
本
町
の
未
来
を

担
う
子
ど
も
た
ち
が
た
く
ま
し
く
成
長
し

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
学
校
教
育

の
充
実
と
町
民
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
豊
か

に
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
生
涯
学
習
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
な
ら

び
に
町
議
会
議
員
の
皆
さ
ん
の
、
な
お
一

層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

て
い
こそ

う
せ
ん

ま
も
う

活用金額

1 保健福祉の向上に関する事業
・乳幼児医療費の無料化分 ・子どもインフルエンザワクチン

予防接種費用への助成など・保育料への助成

2 防災対策に関する事業
・自主防災組織の防災活動および防災資機材整備への助成

3 地域産業の振興に関する事業
・カキ種苗センター、きのこ菌床センター運営費など

4 観光振興に関する事業
・観光パンフレット作成ほか観光宣伝費など

5 環境対策に関する事業
・町民の森造成事業に対する助成 ・水源かん養林用地購入費

6 教育振興に関する事業
・厚岸翔洋高校通学バス定期券購入助成 ・図書・視聴覚資料購入
・山形県村山市との子ども交流事業に対する助成 ・スポーツ振興助成

3,300万円

450万円

500万円

850万円

合 計

■平成29年度ふるさと納税基金活用事業

活 用 事 業

150万円

650万円

700万円


